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表紙写真：工作教室「作って楽しもう」
３月３日に開催された「いせさき読書まつり
2012」。会場となったあずま公民館では、そ
の催しの一つとして、工作教室「作って楽しも
う」が開かれました。絵本を入れるための布バ
ッグに、クレヨンで一生懸命に絵を描いて、
世界に一つだけのオリジナルバッグができま
した。

表紙写真：工作教室「作って楽しもう」
３月３日に開催された「いせさき読書まつり
2012」。会場となったあずま公民館では、そ
の催しの一つとして、工作教室「作って楽しも
う」が開かれました。絵本を入れるための布バ
ッグに、クレヨンで一生懸命に絵を描いて、
世界に一つだけのオリジナルバッグができま
した。

編 集 後 記

～ 食生活改善推進員のおすすめ ～
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4月は春の野菜を楽しむメニュー
●イカと菜の花のわさび漬けあえ
●フキの土佐煮
●イチゴのヨーグルトかけ
●ご飯

※ほかのメニューの材料と作り方は、
市ホームページをご覧ください

材料（4人分）

　今年は夏季オリンピックイヤ
ーです。日本で行われたサッカ
ーの予選を見に行きました。い
つものようにゴール裏で、声が
かれるまで応援してきました。
　試合も終わり、気分良く帰る
途中待ち受けていたのは、テレ
ビのインタビュー。することは
あるけど、受けることはないの
で、どんな風にするのかと思い
ながら受けました。使われるこ
とはないだろうと思っていた翌
日、東京の妹からメールが。「昨
日サッカー見に行ったの」と、
まさかの全国ネットデビュー。
また１つ僕の歴史に新しいペー
ジが刻まれました。　　　 （か）

坂東大橋（八斗島町）
　群馬県と埼玉県を結び、利根川に架かる本
市の入り口でもある橋。平成16年に、飛び
立つ白鳥をイメージした新しいデザインの橋
に架け替えられました。本市側の橋のたもと
には、架け替え前の坂東大橋の一部がモニュ
メントとして保存されています。周辺も整備
され、行き交う人の憩いの場となっています。

鶏もも肉(皮なし)
　　みそ
　　酒
春キャベツ
新タマネギ
新ジャガイモ

300g
大さじ3
大さじ1
４枚

中１個
中３個

グリーンアスパラガス
シメジ
ミニトマト
ピザ用チーズ
酒

６本
1/2パック

８個
40g

1/2カップ

みそで味を付けるため、みそは残さず
全部鍋に入れましょう

❶鶏肉は一口大に切り、 Ａをもみ込んでおく。 
❷キャベツは芯の部分を取り除いて５cm角に、タマネギは２cm幅のくし型に、ジャ
ガイモは一口大に切る。
❸アスパラガスは根元を切り、下から４cmほど皮を薄くむき、３cmの長さに切る。
シメジは石づきを取って小房に分ける。
❹鍋にジャガイモ、タマネギ、 ❶の鶏肉の順に入れる。
❺酒を全体にかけてふたをして中火にかける。煮立ってきたら弱火にし、5分ほど
蒸し煮にする。
❻ひと混ぜしてキャベツとシメジをのせ、ふたをしてさらに５分ほど蒸し煮にする。
❼材料を大きく混ぜ、アスパラガスとピザ用チーズ、半分に切ったミニトマトをのせ、
ふたをして３分ほど蒸し煮にする。

Point

Point

Pick upPick up
1人分
270kcal
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作り方

春野菜と鶏もも肉の
チーズ酒蒸し

主食･主菜･副菜でバランスの良い食事を取りましょう

上
手
に

描
け
る
か
な

上
手
に

描
け
る
か
な



　予
算
の
基
本
方
針
で
あ
る「
伊
勢
崎
を
も
っ

と
元
気
に
、
も
っ
と
豊
か
に
、
も
っ
と
安
全
に
」

を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
五
つ
の
重
点
政
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
地
域
経
済
の
活
性
化

②
福
祉
・
地
域
医
療
の
充
実

③
安
心
、
安
全
な
ま
ち
に

④
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

⑤
行
財
政
改
革
の
推
進

　市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
国
難
と
い
え
る

東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
厳
し
い
経
済
状
況
を

乗
り
越
え
、
本
市
の
希
望
あ
る
未
来
を
着
実
に

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
一
人
一
人

が
元
気
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　伊
勢
崎
市
が
元
気
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

群
馬
県
の
元
気
、
ひ
い
て
は
日
本
の
元
気
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
思

い
か
ら「
伊
勢
崎
か
ら
元
気
を
発
信
す
る
予
算
」

を
念
頭
に
置
い
て
編
成
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
か
ら

元
気
を
発
信
す
る
予
算

伊勢崎市長　五十嵐 清隆

3 22012.4.1広報いせさき

事　業　名 予　算　額

　本年度の一般会計・特別会計・公営企業会計の予算が、第１回市議会定例会で可決されま
した。一般会計の当初予算額は、698億円です。全市を挙げて元気を出してほしい、市民の
皆さんに心も体も元気になってほしいとの思いから、前年度と比較すると、３.１％増加の積
極型予算となっています。
　本年度の予算の配分と主な事業について紹介します。なお、詳しい資料は市ホームページ
に掲載しています。
　※金額は端数調整し、「万円」単位で表記しています

問い合わせ　財政課（☎27－2712）

平成24年度 一般会計当初予算

伊勢崎を もっと元気に！ もっと豊かに！ もっと安全に！歳入の内訳

歳出の内訳

特別会計・公営企業会計

698億円 ～前年度比プラス3.1％～

平成24年度 一般会計当初予算平成24年度 一般会計当初予算
用語の解説

民生費　児童・高齢者・体の不自由な人・生活に困っている
　　　　人を援助するための経費
教育費　学校教育・社会教育などに使われる経費
土木費　道路・公園・市営住宅などを造ったり、区画整理を
　　　　行ったりするための経費
公債費　道路・学校などを造るために借りたお金を返済する
　　　　ための経費
総務費　税金の徴収・戸籍・選挙事務など、市役所の全般的
　　　　な仕事に使われる経費
衛生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を処理したり
　　　　するための経費
商工費　商業・工業・観光などを盛んにするための経費
消防費　消防・救急業務などに使われる経費
農林水産業費　農道や水路の整備など、農業を盛んにするた
　　　　めの経費
労働費　勤労者のために使われる経費
議会費　市議会議員の報酬や、議会関係に使われる経費
その他　災害復旧費・予備費

市税　　市民税や固定資産税など、皆さんが納める税金
国庫支出金　市が特定の事業をするときに、国が負担する補
　　　　助金や負担金など
市債　　国や銀行などからの借入金
地方交付税　国税（所得税・法人税・消費税など）の一部から、
　　　　市の財政状況に応じて交付されるお金
県支出金　市が特定の事業をするときに、県が負担する補助
　　　　金や負担金など
繰入金　特別会計や基金などからの収入金
諸収入　預金利子・貸付金の元利収入など
地方消費税交付金　消費税として納められた５％のうちの１％
　　　　の中から、一定の基準で交付されるお金
分担金および負担金　受益者が経費の一部を負担するお金（保
　　　　育所の保育料など）
使用料および手数料　公共施設の使用料や戸籍・住民票など
　　　　を交付するときの手数料
地方譲与税　地方揮発油譲与税・自動車重量譲与税など
その他　自動車取得税交付金・地方特例交付金・配当割交付
　　　　金など

　各会計とも市債残高の抑制に向
けて事業運営をしていますが、一
般会計では、「小学校の空調設備
整備」「絣の郷改修」「消防本部庁舎
整備」など大型事業への投資によ
り増額しています。
　今後とも計画的な市債の借入に
より、財政の健全化を図り、将来
の負担軽減に努めていきます。

用語の解説

予算額　817億7,291万円
特別会計　588億1,056万円

公営企業会計　229億6,235万円
※各会計の予算額は「万円」単位で端数調整しているため
予算額計と一致しません 

※平成24年度末見込み額は、当初予算作成時点の残高です

小型自動車競走事業費
学校給食センター事業費
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
下水道事業費
農業集落排水事業費
特定地域生活排水処理事業費

178億2,039万円
17億9,340万円
208億7,383万円
18億4,283万円
127億4,272万円
31億1,792万円
5億8,857万円
3,091万円

特別会計

水道事業
病院事業
介護老人保健施設事業 
訪問看護事業

70億8,948万円
155億5,267万円
2億5,229万円
6,792万円

公営企業会計

事　業　名 予　算　額

市債残高の状況
一般会計 
特別会計 
　介護保険
　下水道事業費
　農業集落排水事業費
　特定地域生活排水処理事業費
公営企業会計 
　水道事業
　病院事業
合計

655億1,904万円
240億8,602万円

488万円
191億9,379万円
48億5,375万円

3,360万円
287億6,599万円
147億6,315万円
140億0,284万円
1,183億7,105万円

平成24年度末の市債残高（元金）見込みは、 約３億９千万円の増加
平成23年度末
見込み

675億2,187万円
235億0,429万円

－
188億7,265万円
45億8,664万円

4,500万円
277億3,933万円
139億8,096万円
137億5,837万円
1,187億6,549万円

平成24年度末
見込み

20億0,283万円
▲5億8,173万円

▲488万円
▲3億2,114万円
▲2億6,711万円

1,140万円
▲10億2,666万円
▲7億8,219万円
▲2億4,447万円
3億9,444万円

市税
270億9,254万円
　   (38.8%）

民生費
250億0,199万円
　   (35.8%）

教育費
88億9,083万円
　  (12.7%）

土木費
81億4,222万円
　  (11.7%）

公債費
75億7,096万円
　  (10.9%）

総務費
74億4,308万円
　  (10.7%）

衛生費
52億7,727万円
　   (7.6%）

商工費
24億9,299万円
　   (3.6%）

消防費
24億6,019万円
　   (3.5%）

農林水産業費
12億2,076万円
　   (1.7%）

労働費
6億5,572万円
　  (0.9%）

議会費
4億9,379万円
　  (0.7%）

その他
1億5,020万円
　  (0.2%）

国庫支出金 
93億7,741万円
　  (13.4%）

市債
85億3,560万円
　  (12.2%）

地方交付税 
75億円
（10.7%）

県支出金
49億6,022万円
　　（7.1%）

繰入金
38億0,520万円
　   （5.5%）

諸収入
25億0,567万円
　  （3.6%）

地方消費税交付金
17億円
　　 （2.4%）

分担金および負担金
16億3,750万円
　    （2.4%）

使用料および手数料
10億5,888万円
　　 （1.5%）

地方譲与税 
6億9,000万円
　  （1.0%）

その他
9億3,698万円
　　（1.4%）

歳 入
698億円

歳 出
698億円

増減額



平成24年度 一般会計当初予算

メード イン イセサキ

とうかえ

中小企業振興対策事業＝1億1,815万円 ▶ ■緊急
経済対策として住宅リフォーム助成金を創設（1億円）
観光事業＝9,895万円 ▶ ■いせさき燈華会への補
助（50万円）、いせさき花火大会への補助（2,000
万円）、いせさきイルミネーション事業への補助

（100万円）

金融対策事業＝17億8,701万円 ▶ 中小企業活性化
資金融資預託金（5億9,153万円）

商業振興対策事業＝7,553万円 ▶ 買物支援・商業
活性化対策としてまちなか夕市を開催（50万円）

企業誘致事業＝3,394万円 ▶ Made in ISESAKI事
業として市内企業の工業製品をＰＲ（90万円）

【合併特例債を活用した事業】
（仮称）宮郷工業団地周辺整備事業＝2億3,768万円
▶ ■宮郷地区に工業団地を造成するための周辺
整備を実施（市道・排水路などの整備）

緊急雇用創出事業＝3億6,368万円 ▶ 19事業で新
たに308人を雇用

雇用対策事業＝5,546万円 ▶ 中小企業緊急雇用安
定助成金を支給（1,500万円）

地域経済の活性化
商業振興対策事業＝7,553万円 ▶ プレミアム付商
品券発行事業への補助（3,800万円）

駅周辺土地区画整理事業（第一・第二）＝10億8,020
万円

都市計画道路3・4・8号線（中央町・東本町工区）＝
3,780万円 ▶ 新伊勢崎駅前広場を整備
市道1級12号線（境中島地内）＝1,400万円
市道2級558号線（本関町地内）＝1,500万円
【合併特例債を活用した事業】
鉄道連続立体交差事業（ＪＲ東日本関連・東武鉄道
関連）＝9億8,894万円 ▶ 東武鉄道関連の県営事
業負担金（8億1,000万円）

東毛広域幹線道路（境保泉地内ほか）＝5億5,001万円
北部環状線道路（日乃出町地内）＝811万円
名和幹線道路（中町地内ほか）＝8,500万円
外環状道路（境上渕名地内）＝7,420万円
市道112号線（西久保町地内）＝1億2,560万円
市道2級24号線（境伊与久地内）＝1,000万円
橋りょう維持事業（下大橋・宗高橋・天満橋）＝5,600
万円

主な事業の
概要と予算額

平成24年度　当初予算

※■＝新規の事業・■＝拡充する事業拡新

65歳以上 スポーツ施設使用料を無料化 ▶ ■65歳
以上の市民の健康増進と施設の利用促進を図るため

【合併特例債を活用した事業】
絣の郷改修事業＝5億8,660万円 ▶ ■円形交流館
の建て替えおよび市民交流館・スポーツ交流館の
耐震補強工事

教育・スポーツ・文化の振興
小・中学校耐震補強事業＝4,300万円 ▶ 小・中学
校の耐震設計など

公立学校運営事業＝79万円 ▶ ■米国スプリングフィ
　ールド市にあるミズーリ州立大学付属語学学校で

の海外語学研修を市内の全ての中学校に拡充

【合併特例債を活用した事業】
宮郷小学校プール改築事業＝1億2,000万円 ▶ 既
存プールの解体および改築工事

小学校空調設備整備事業＝10億1,640万円 ▶ ■学
習環境の改善を図るため市内の小学校の全教室に
エアコンを設置
小・中学校体育館耐震補強事業＝3億2,593万円　
▶ ■名和小学校・豊受小学校・境東小学校・境西
中学校の体育館の耐震補強工事
宮郷中学校整備事業＝2億5,000万円 ▶ ■グラウン
ド整備工事など

赤堀中学校整備事業＝7億3,046万円 ▶ ■移転・新
築するための学校用地の購入など

スポーツ

文化

小学校の教室にエアコンを設置

安心、安全なまちに
防犯対策事業＝1億1,280万円 ▶ ■防犯灯のＬＥＤ
化（新設350基、転換600基）、防犯カメラ内蔵Ｌ

ＥＤ防犯灯20基を新設

地域防災事業＝3,540万円 ▶ ■防災倉庫２基を整
備（赤堀・東地区）

災害対策事業＝5,514万円 ▶ 震災で被災した住宅
の屋根補修費補助金を継続（5,250万円）

保健衛生事業＝1,165万円 ▶ ■携帯型ＡＥＤの貸
し出し（95万円）

【合併特例債を活用した事業】
消防本部庁舎建設事業＝1億3,680万円 ▶ ■消防
防災の拠点となる消防本部庁舎を整備（設計業務
委託・土地購入など）

新伊勢崎駅前広場を整備（イメージ）

第３子以降保育料無料化 ▶ ■子育て支援として保
育所（園）に通う第３子以降の保育料を無料化
子どものための手当等給付事業＝43億9,732万円
▶ ■子どものための手当給付費（35億4,463万円）
民間保育所対策事業＝42億4,693万円 ▶ ■夜間保
育所を開設（561万円）

民間保育所施設整備事業＝1,575万円 ▶ ■つくし保
育園（境）の大規模修繕

感染症予防事業＝4億1,975万円 ▶ ■高齢者肺炎
球菌予防接種を実施（831万円）、子宮頸がん・ヒ
ブ・小児用肺炎球菌予防接種を実施（1億8,156万円）

疾病予防対策事業＝3億1,834万円 ▶ 各種がん検
診（胃がん・大腸がん・子宮頸がん・前立腺がん

など）を実施

市民病院事業（病院事業会計） ▶ 地域の中核病院と
して高度先進医療を提供

地域ふくし館うえはす管理運営事業＝3,638万円 
▶ ■障害者就労支援事業を追加実施
こども発達支援センター管理運営事業＝6,837万円
▶ ■子どもの発達相談や親子通園など総合的な
支援を実施

福祉・地域医療の充実

行財政改革の推進
市長などの退職金の削減 ▶ 市長・副市長（25％）、
教育長（16.7％）の退職手当を削減

指定管理者制度（公共施設の管理運営委託）の推進 
▶ ■地域ふくし館うえはす・こども発達支援セ
ンターを指定管理者へ委託

４月開館のこども発達支援センター

消防本部庁舎を整備

第３子以降の保育料を無料化
けい

教育

環境

安心
・
安全

産業
・
観光

雇用

子育て

地域 
 医療

行財政
改革

障害者
支援

都市 
 整備

消費 
 促進

環境対策事業＝4,922万円 ▶ 住宅用太陽光発電シ
ステム設置費補助金を継続（2,000万円）

廃焼却炉解体および廃棄物処理施設整備事業＝2億
9,430万円 ▶ ■境清掃センター解体工事・あず
まダストセンター解体計画の作成など

平成22年度決算に基づく公会計制度の財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・
純資産変動計算書・資金収支計算書）を、市ホームページで公表しています。

新

新

新

新

新

新

新
新

新

拡

新

新

新

拡

拡

新

新

新

新

新
新

拡

拡
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日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
23
年
９
月
現
在
お
よ
そ
１
億
２
７
０
０
万
人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
約
２
７
０
０
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
、
１
月
１
日
現
在
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
４
万
３
０
０
０
人
を
超
え
、
市

の
総
人
口
21
万
人
の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
長
年
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
引
き
続
き
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
２
）・
各
支
所
住
民
福
祉
課
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高齢者のための在宅福祉サービスを利用しましょう

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

主な在宅福祉サービス

　コミュニティバスを利用して外出するとき、自宅とコ
ミュニティバス停留所との間でタクシーを利用する人に、
その運賃の一部を補助します。
　※昨年度に申請した人は、電話でも受け付けます
対象　市内に在住の65歳以上の人で、福祉タクシー券の
交付を受けておらず、自宅から通常利用するコミュニ
ティバス停留所までの道のりが500メートル以上ある人

　※「最寄りのコミュニティバス停留所」から「通常利用す
るコミュニティバス停留所」へ要件が変わりました

　要介護４または５の高齢者を在宅で１年以上介護してい
る介護者に、慰労金を支給します。
対象　平成23年８月１日から平成24年７月31日までの
１年間を通して要介護４以上で、入院や施設入所などで
在宅介護を離れた日数が120日以内の人を介護してい
る人
支給額　要介護者１人あたり年額10万円
　※市が要件に該当している人を確認して支給しています
ので、申請の必要はありません
　※在宅介護を離れた日数が「100日以内」から「120日以
内」へ変わりました

　自宅で理容・美容サービスを受ける人に、１枚で3,000
円分を助成する利用券（１年につき４枚まで）を交付しま
す。申請する月により交付枚数は異なります。サービスを
利用する際は、利用券のほかに利用料が必要です。
　※昨年度に申請した人は、電話でも受け付けます
対象　市内に在住の65歳以上で、要介護３以上の人また
は要介護２以下で心身の状況から理髪店や美容院に出向
くことが困難と認められる人
利用料　１回1,000円
※利用券の額を3,000円分に増額し、利用料を1,000
円に減額しました

　調理が困難なひとり暮らし高齢者または高齢者世帯に、
栄養バランスの取れた食事を届けます。配達時に安否確認
も行います。
対象　市内に在住の65歳以上で一人暮らしの人または世
帯全員が65歳以上の人
利用料　１食300円（週２回まで)

　家に閉じこもりがちな高齢者に対し、区長、民生委員・
児童委員、ボランティアなどが、活動援助員として各地域
の公民館や会議所などで創作・趣味活動や介護予防サービ
スなどを行います。実施している行政区については、お問
い合わせください。
対象　市内に在住のおおむね60歳以上で、一人暮らしの
　人または要介護になる可能性のある人
利用料　１回200円

　寝具の手入れが困難な高齢者のために、布団の乾燥・丸
洗いを行います。
対象　市内に在住の65歳以上で一人暮らしまたは世帯全
員が65歳以上の人

　電磁調理器または自動消火器を給付します。
対象　市内に在住の65歳以上で所得税が非課税の一人暮
らしの人

　在宅介護でおむつを必要としている人の自宅へ、紙おむ
つや尿取りパッドを届けます。
対象　市内に在住の65歳以上で、要介護４または５の人、
または重度の認知症で要介護３以上の人
支給額　市・県民税が課税されている世帯の人は月額
3,000円以内、市・県民税が非課税の世帯の人は月額
5,000円以内

　はり・きゅう・マッサージの施術を必要とする人に、１
枚で1,000円分を助成する受療券（１年につき５枚まで）
を交付します。受療券は施術１回につき１枚だけ使用でき
ます。
　※健康保険などで治療を受けた場合は利用できません
対象　市内に在住の65歳以上の人
　※昨年度に申請した人は、電話でも申請できます

　高齢者が居住する住宅のバリアフリー化に要する工事費
用の一部を補助します。必ず着工前に申請してください。
　※新築や老朽化による改築は除きます
対象　市内に在住で次のいずれかの条件を満たす人
●自立から要介護１まで＝60歳以上で前年の所得税が非
課税の一人暮らしの人または世帯全員が60歳以上で前
年の所得税が非課税の世帯の人
●要介護２以上＝60歳以上で生計中心者の前年の所得税
額が８万円以下の人

　介護が必要な人を乗せて外出をするときに使用する車い
す仕様車の購入に対し、購入に要する経費の一部を補助し
ます。購入前または改造前に申請してください。
対象　市内に在住の65歳以上で日常的に車いすを使う人
がいる世帯の人

　
　緊急事態が発生したとき、装置のボタンを押すことで警
備会社へ回線がつながり、安全を確保します。
　※設置には固定電話が必要です
対象　市内に在住の65歳以上で、病気や障害などにより
生活に不安のある一人暮らしの人

コミュニティバス利用者のためのタクシー運賃補助 布団の乾燥・丸洗い　　　

日常生活用具の給付

紙おむつなどの給付

はり・きゅう・マッサージ施術費の助成　

住宅改造費の補助　　

介護用車両購入費の補助　

緊急通報装置の設置　

介護慰労金支給事業　

訪問理容・美容サービス　

給食サービス　　

ミニデイサービス
　シルバーサポート隊は、シルバー人材セン
ターと本市が連携して行う困りごと支援事業
です。日常生活におけるちょっとした困りご
とを解決するお手伝いをします。電球の取り
替え、水道のパッキン交換などの軽作業を行
います。詳しくはご相談ください。
対象　市内に在住の65歳以上で、高齢者だ
けの世帯または障害者世帯

シルバーサポート隊を利用してください
利用料
●30分以内の作業＝500円
●30分から60分以内の作業＝1,000円
　※材料費などは実費負担が必要です
申し込み・問い合わせ　シルバー人材センタ
ー（伊勢崎地区・境地区、 ☎24－7722）、
同センター赤堀支所（赤堀地区、 ☎40－
0022）、同センターあずま支所（東地区、 
　090－2164－4211）

▲ 上諏訪地区のミニデイサービスで行われた押し花の講座

高齢者の
ための



個
人
で
利
用
す
る
場
合

　窓
口
で
寿
証
ま
た
は
年
齢
が
確

認
で
き
る
証
明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設
の
例

●
市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＝
一
般
一
人
２
１
０
円
↓
無
料

●
陸
上
競
技
場
で
の
個
人
練
習
＝

一
般
一
人
１
０
０
円
↓
無
料

●
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の

プ
ー
ル
使
用
料
＝
一
般
一
人
３
１

０
円
↓
無
料

●
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料
＝
一
般

一
人
１
５
０
円
↓
無
料

コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

借
り
て
複
数
人
で
利
用
す
る
場
合

　利
用
者
全
員
が
65
歳
以
上
で
コ

ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る

場
合
、
使
用
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
窓
口
で
全
員
分
の
寿
証
ま
た

は
年
齢
が
確
認
で
き
る
証
明
書
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　専
用
利
用（
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
の
施
設
全
体
を
貸
し
切

り
で
利
用
す
る
場
合
）の
場
合
も

利
用
者
全
員
が
65
歳
以
上
の
と
き

は
無
料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設
の
例

●
市
民
体
育
館
で
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
利
用
＝
１
面
・
１
時
間
１
２
０

円
↓
無
料

●
市
民
体
育
館
で
の
卓
球
台
利
用

＝
１
台
・
１
時
間
１
２
０
円
↓
無

料※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開

催
す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
有
料

で
す

注
意
事
項

●
１
面
利
用
の
場
合
、
施
設
利

用
時
間
は
原
則
と
し
て
２
時
間

で
す

●
夜
間
照
明
や
放
送
設
備
な
ど

の
付
属
施
設
の
利
用
に
掛
か
る

料
金
は
有
料
で
す
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　高齢者の健康保持・健康増進のため、65歳以上の人が個人で
体育施設を利用する場合の使用料が、４月から無料になりまし
た。卓球やサッカー・柔道などコートやグラウンド、道場で利
用する種目は利用者全員が65歳以上であれば無料になります。
　高齢者の皆さん、気軽に体育施設を利用し、日常生活の中で
健康的にスポーツを楽しみましょう。

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）

高齢者のスポーツ活動と健康づくりを応援

～これからの市政の話をしよう～

65歳以上の人の体育施設使用料が
無料になりました

65歳以上の人の体育施設使用料が
無料になりました

市政懇談会に
参加しよう

期日・会場
●４月23日（月）
●４月26日（木）
●５月  ８日（火）
●５月10日（木）
●５月11日（金）
　　　　 時間　午後７時～８時30分

市民プラザ
赤堀公民館
あずま公民館
境総合文化センター
市役所東館５階第１会議室

市民プラザ会場

赤堀公民館会場

あずま公民館会場

境総合文化センター会場

市役所会場 いずれも　

伊勢崎市は、スポーツを楽しむ
皆さんを応援します。

市民体育館

第二市民体育館
陸上競技場
庭球場
弓道場
補助競技場
野球場
ソフトボール場
赤堀体育館
赤堀剣道場
あかぼり運動公園
あずま体育館
あずま総合運動公園テニスコート
あずまスタジアム（サブスタジアム）
あずまサッカースタジアム
あずま弓道場

あずまウォーターランド

境体育館
境武道館
境弓道場
市民プラザ体育館
絣の郷スポーツ交流館

バドミントン・バレーボール・卓球・トレーニング・
柔道・剣道・ボクシングなど
バドミントン・バレーボール・バスケットボールなど
陸上
テニス・ソフトテニス
弓道
サッカー・ソフトボールなど
野球
ソフトボール
バドミントン・バレーボール・卓球など
剣道
テニス・ソフトテニス・フットサル
バレーボール・バスケットボール・卓球など
テニス・ソフトテニス
野球
サッカー
弓道

水泳・トレーニング

バドミントン・バスケットボール・卓球・トレーニングなど
柔道・剣道
弓道
バドミントン・バレーボール・卓球・柔道・剣道など
バドミントン・バレーボール・卓球など

華蔵寺公園運動施設
管理事務所
☎23－7015

赤堀運動施設管理事務所
☎62－1930

利用できる施設 一覧

あずま運動施設管理事務所
☎62－7271

あずまウォーターランド
☎62－9966

境運動施設管理事務所
☎74－1113

市民プラザ  ☎32ー 9488
絣の郷  ☎21－6711

施　設 種　目 問い合わせ

健
康
な心

と体で元気ないせさ
き

一市民
一スポーツ
一市民
一スポーツ
一市民
一スポーツ

いちいちいち

いちいちいち

　本年度の予算や重点政策、主要事業などについて、市長
が説明します。市民の皆さんとの対話と協調によるまちづ
くりを進めていきます。今後のまちづくりに生かすため、
市民の皆さんが日頃から感じている、市政に対する意見や
要望などを聞かせてください。
　これからの伊勢崎市をよりよくしていくためには、皆さ
んからのさまざまな意見が必要です。たくさんの市民の皆
さんの参加をお願いします。
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

健康で暮らしやすい都市を目指して
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射（
春
期
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク 

受
診
者
募
集

実
施
概
要

実
施
期
間

　６
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で

※
健
診
日
は
、
申
し
込
み
後
に
医

療
機
関
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す

対
象

　本
市
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
で
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人

●
人
間
ド
ッ
ク
＝
40
歳
以
上
の
人

●
脳
ド
ッ
ク
＝
年
齢
が
表
１
ま
た

は
表
２
に
該
当
す
る
人

※
年
齢
は
平
成
25
年
３
月
31
日
時

点実
施
医
療
機
関

　市
民
病
院
・
伊

勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院
成
人
病
検

診
セ
ン
タ
ー
・
笛
木
外
科
胃
腸
科
・

鶴
谷
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
・
県
健

康
づ
く
り
財
団
・
石
井
病
院
・
大

井
戸
診
療
所

犬
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に

　

　犬
の
飼
い
主
に
は
、
年
１
回
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
、
飼
い
犬

に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　集
合
注
射
を
下
表
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
必
ず
注
射
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
会

場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に
は

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　当
日
は
、
犬
を
押
さ
え
ら
れ
る

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責

任
を
も
っ
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。

対
象

　生
後
91
日
以
上
の
犬

※
健
康
で
な
い
犬
は
、
獣
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

料
金

●
登
録
済
み
の
犬
＝
１
頭
に
つ
き

３
３
０
０
円

●
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
犬
＝
１

頭
に
つ
き
６
３
０
０
円（
登
録
料

３
０
０
０
円
を
含
み
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

　環
境
保
全
課（
☎ 

  （27）
２
７
３
３
）

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳
75歳

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳

昭和47年４月1日 ～ 昭和48年３月31日
昭和42年４月1日 ～ 昭和43年３月31日
昭和37年４月1日 ～ 昭和38年３月31日
昭和32年４月1日 ～ 昭和33年３月31日
昭和27年４月1日 ～ 昭和28年３月31日
昭和22年４月1日 ～ 昭和23年３月31日
昭和17年４月1日 ～ 昭和18年３月31日
昭和12年４月1日 ～ 昭和13年３月31日

男性
　15,975円

女性
　17,125円

男性・女性
　43,000円
（市民病院は
　48,100円）

男性
　29,225円

女性
30,375円

男性・女性
　13,250円

１日人間ドック

1泊2日
人間ドック

１日人間ドックと
脳ドック

脳ドック

男性
9,300円

女性
10,300円

男性
　17,200円

女性
　18,200円

昭和22年４月1日 ～ 昭和23年３月31日
昭和17年４月1日 ～ 昭和18年３月31日
昭和12年４月1日 ～ 昭和13年３月31日
昭和 ７年４月1日 ～ 昭和 ８年３月31日
昭和 ２年４月1日 ～ 昭和 ３年３月31日

年齢

年齢

該当する生年月日

該当する生年月日
表１　脳ドック対象年齢(国民健康保険)

犬の登録・狂犬病予防注射日程表（春期）

表３　自己負担額一覧表

表２　脳ドック対象年齢(後期高齢者医療保険)

※
医
療
機
関
は
選
択
で
き
ま
せ
ん

内
容

　身
体
測
定
・
診
察
・
血
圧

測
定
･
尿
・
血
液
・
心
電
図
・
腹

部
超
音
波
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

胃
バ
リ
ウ
ム
・
便
潜
血
・
眼
底
検

査
な
ど

※
女
性
は
婦
人
検
診
が
あ
り
ま
す

自
己
負
担
額

　表
３
の
と
お
り

※
自
己
負
担
額
は
健
診
当
日
、
医

療
機
関
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

　保
険
証
、
印
鑑（
朱
肉
を
使
用

す
る
物
）、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
は
ひ
ま
わ
り
健
診
受
診
票
を

お
持
ち
の
上
、
次
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

【
市
役
所
】

●
４
月
10
日（
火
）＝
東
館
５
階
第

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加

入
者
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。
年
に
一
度

は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
支
所
住
民
福
祉
課

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
＝
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
支
所
住
民
福
祉
課

１
会
議
室

●
４
月
11
日（
水
）か
ら
５
月
７
日

（
月
）ま
で
＝
国
民
健
康
保
険
課
ま

た
は
年
金
医
療
課

【
赤
堀
支
所
】

●
４
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）・

12
日（
木
）＝
２
階
大
会
議
室

●
４
月
13
日（
金
）か
ら
５
月
７
日

（
月
）ま
で
＝
住
民
福
祉
課

【
あ
ず
ま
支
所
】

●
４
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）＝

２
階
大
会
議
室

●
４
月
12
日（
木
）か
ら
５
月
７
日

（
月
）ま
で
＝
住
民
福
祉
課

【
境
支
所
】

●
４
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）＝

会
議
用
庁
舎
１
階
大
会
議
室

●
４
月
12
日（
木
）か
ら
５
月
７
日

（
月
）ま
で
＝
住
民
福
祉
課

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

各
支
所
は
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
は
除
き
ま
す

●
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
は
、

ひ
ま
わ
り
健
診
・
す
こ
や
か
健
診

は
受
診
で
き
ま
せ
ん

●
脳
ド
ッ
ク
だ
け
を
受
け
る
人
や
、

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
な
い
人
は
、

ひ
ま
わ
り
健
診
・
す
こ
や
か
健
診

と
各
種
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
人
間
ド
ッ
ク
よ
り
少
な
い

自
己
負
担
額
で
ほ
ぼ
同
じ
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

国民健康保険
加入している

保険
種類

後期高齢者
医療保険

各
会
場
の
場
所
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
る
ワ
ン ●後期高齢者医療保険加入者および75歳になる国民健康保険加入者は、「１

泊２日人間ドック」または「脳ドックだけの受診」はできません

午前10時～11時
午前11時30分～午後0時30分
午後2時～3時
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～3時
午前10時～正午
午後1時30分～3時
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～3時
午前10時～11時
午前11時30分～午後0時30分
午後2時～3時
午前10時～11時
午前11時30分～正午
午後1時30分～3時
午前10時～正午
午後1時～3時
午前10時～11時
午前11時30分～正午
午後1時30分～2時
午後2時30分～3時
午前10時～正午
午後1時30分～3時
午前10時～正午
午前10時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時30分
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～3時
午前10時～正午
午後1時～3時
午前10時～11時
午前11時30分～正午
午後1時30分～2時
午後2時30分～3時
午前10時～11時
午前11時30分～午後０時30分
午後2時～3時
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時

下道寺町公民館
下蓮町会館
長沼町農業集落センター
中島公民館
百々東会議所
上矢島コミュニティーセンター
下渕名七区会議所
除ヶ町公民館
八斗島町会館
東新井会議所
上渕名会議所
境采女公民館
羽黒町集会所
隣保館
地域資源総合管理施設（山王町公民館）
境保泉一丁目集会所
小此木公民館
境剛志公民館

名和公民館

境東公民館
女塚会館
西島前河原住民センター
境島村公民館
茂呂公民館
豊受公民館
境支所
宮子町ふれあいセンター
連取本町区会議所
連取元町区会議所
香林町二丁目会議所
香林町一丁目公民館
赤堀鹿島区公民館
間野谷町公民館

三郷公民館

市場町一丁目区民センター
西久保町三丁目公民館
西久保町二丁目公民館
曲沢町公民館
西組公民館
太田本郷公民館
喜多町公民館
西野住民センター
野町区公民館
赤堀今井町二丁目区区民センター
赤堀今井町一丁目区民センター

４月10日（火）

４月11日（水）

４月12日（木）

４月13日（金）

４月15日(日）

４月17日（火）

４月18日（水）

４月19日（木）

会　場期　日 時　間
午前10時～11時
午前11時30分～午後0時30分
午後2時～3時
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～3時
午前10時～正午
午前10時～正午
午前10時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時30分
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～3時
午前10時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時30分
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～1時30分
午後2時～3時
午前10時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時
午前10時～11時
午前11時30分～正午
午後1時30分～2時
午後2時30分～3時
午前10時～11時
午前11時30分～正午
午前10時～10時30分
午前11時～11時30分
午後1時～2時
午後2時30分～3時
午前10時～正午
午前10時～正午
午前9時～午後1時

今井町住民センター
韮塚町住民センター
上之宮町区会議所
市場町二丁目区民センター
堀下会議所
五目牛転作促進研修施設
下触集落センター
宮郷公民館
赤堀支所
本関町公民館
鍛冶原公民館（ふるさと会館）
宗高町区民会館
下谷区住民センター
平井区会議所
小泉区会議所
向原会議所
豊城町区民会館
上諏訪町会館
昭和町公民館
下代会議所
下区区民センター
新町コミュニティセンター
三室町集会所
日乃出町神谷区公民館
つくし会館
曲輪町三区公民館
田部井上会議所
田部井下区民センター
西小保方町会議所
八寸コミュニティーセンター
新栄町会議所
住吉会館
上田町会議所
西国定上区会議所
東国定会議所
東町会議所
殖蓮公民館
あずま支所
市役所

４月20日（金）

４月22日（日）

５月８日（火）

５月９日（水）

５月10日（木）

５月11日（金）

５月13日（日）

５月20日（日）

会　場期　日 時　間
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各
種
検
診
の
自
己
負
担
金
の
免
除
に
は

「
自
己
負
担
金
免
除
者
証
」の
提
示
が
必
要
で
す

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

FAX

　市
・
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

の
70
歳
未
満
の
人
や
生
活
保
護
世

帯
の
人
を
対
象
に
、「
自
己
負
担

金
免
除
者
証
」を
交
付
し
ま
す
。

検
診
受
診
時
に
は
、
必
ず
免
除
者

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
免
除

者
証
を
提
示
せ
ず
、
自
己
負
担
金

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
後
か
ら
の

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

【
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
】

対
象

　中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
に
相
当
す
る
平
成
８
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
性

※
３
月
31
日
ま
で
に
１
回
以
上
公

費
で
接
種
し
て
い
る
高
校
２
年
生

に
相
当
す
る
女
性（
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）は
、
残
り
の
回
数
を
助

成
対
象
と
し
ま
す

接
種
回
数

　３
回

助
成
費
用

　全
額

申
し
込
み

　医
療
機
関
で
予
約
を

し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

の
際
は
予
診
票
・
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
中
学
１
年
生
に
は

個
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す

【
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
】

対
象

　２
カ
月
以
上
５
歳
未
満
の

子
ど
も

接
種
回
数

　接
種
開
始
年
齢
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
ま

た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

助
成
費
用

　全
額

申
し
込
み

　医
療
機
関
で
予
約
を

し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
、
が
ん

検
診
推
進
事
業
対
象
者
で
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
検

診
は
、
免
除
者
証
は
不
要
で
す

免
除
者
証
が
必
要
な
検
診

●
肺
が
ん（
痰
の
検
査
）、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
・

甲
状
腺
が
ん
の
検
診

　
市
・
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
70
歳
未
満
の
人
や
生
活
保
護
世
帯
の

人
が
、
市
の
が
ん
検
診
な
ど
を
無
料
で
受
け
る
に
は
、
本
年
度
か
ら
、「
自

己
負
担
金
免
除
者
証
」の
提
示
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
本
市
で
は
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
環
境
保
全
課（
☎

  （27）
２
７
３
３
）

の
際
は
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
予
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】

対
象

　接
種
当
日
に
満
75
歳
以
上

の
人

※
ワ
ク
チ
ン
効
果
は
約
５
年
間
で

す
。
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
の
あ

る
人
は
、
５
年
経
過
後
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い

助
成
回
数

　１
回

助
成
費
用

　２
０
０
０
円

※
差
額
は
自
己
負
担
で
す

申
し
込
み

　市
内
の
指
定
医
療
機

関
で
予
約
を
し
て
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。
接
種
の
際
は
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
市
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
　
　
　＊

　＊

い
ず
れ
も

助
成
期
間

　４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

  （27）
２
７
４
６
）ま
た
は
各
保
健
セ

ン
タ
ー（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　補
助
を
受
け
る
に
は
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
を
着

工
す
る
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　申
請
内
容
が
補
助
対
象
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
中
か
ら
、
抽
選
で

交
付
決
定
者
を
選
定
し
ま
す
。

　交
付
決
定
者
は
、
平
成
25
年
3

月
29
日（
金
）ま
で
に
工
事
を
完
了

（
電
力
需
給
を
開
始
）し
、
実
績
報

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前

年
度
と
申
請
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は「
申
請
の
手

引
き
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
手
引
き
・
申
請
書
は
環

境
保
全
課
、
市
役
所
・
各
支
所
情

報
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

対
象

　市
税
の
滞
納
が
無
く
、
次

の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る

人●
自
ら
が
居
住
す
る
ま
た
は
居
住

す
る
予
定
の
市
内
の
住
宅
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人●
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

て
い
る
市
内
の
建
売
住
宅
を
購
入

す
る
人

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
１
つ
の
シ
ス
テ
ム

に
対
し
て
申
請
は
１
件
ま
で
と
し
、

重
複
し
た
申
請
は
無
効
で
す

補
助
件
数

　２
５
０
件

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公

開
抽
選
会
を
行
い
ま
す

補
助
金
額

　１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
４
万
円（
上
限
８
万
円
）

申
し
込
み

　申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
設
置
工
事
着
工
前

（
建
売
住
宅
の
場
合
は
引
渡
し
前
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
保
全

課
へ

※
申
請
を
第
三
者
に
委
任
す
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

申
請
期
間

　５
月
31
日（
木
）ま
で

け
い

た
ん

●
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

●
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

●
歯
周
疾
患
検
診

申
し
込
み

　検
診
の
受
診
日
の
前

日
ま
で
に
印
鑑
を
持
っ
て
、
健
康

づ
く
り
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
本

市
に
転
入
し
た
人
は
前
住
所
地
で

の
非
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す

市
消
防
本
部
庁
舎
建
替
事
業
基
本
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

意
見
の
提
出
方
法

　消
防
本
部
警
防
課
ま
た
は
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）に
あ
る
所
定
の
様
式
に
、
住

所
・
氏
名
・
意
見
と
そ
の
理
由
を

記
入
し
、
直
接
ま
た
は
封
書
・
フ

ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
消
防
本
部
警

防
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
・
所
定
の
様
式
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

期
間

　４
月
９
日（
月
）か
ら
５
月

８
日（
火
）ま
で（
必
着
）

対
象

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
老
朽
化
し
た
消
防
本
部
庁
舎
の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
警
防
課（
☎

（25）
３
９
１
６
）

る
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有

す
る
個
人
・
法
人
・
団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

宛
先

　〒
３
７
２
ー
０
０
３
１

　

伊
勢
崎
市
今
泉
町
二
丁
目
８
９
５

　消
防
本
部
警
防
課
、 

（26）
９
９

９
５
、

　

keib
o
u
@
city.isesa

ki.lg.jp

メール

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　入
居
に
は
、
所
得
制
限
や
同
居

の
親
族
が
い
る
こ
と
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住
宅

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳

細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
し
込
み
件
数
が
募
集
戸
数
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。

期
間

　４
月
２
日（
月
）か
ら
13
日

（
金
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

期日　４月22日（日）
時間　午前９時15分
会場　市役所東館５階第１会議室

対象世帯の説明
●子育て世帯①＝就学前の子どもがいる世帯、または婚
姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以下
の世帯
●子育て世帯②＝子育て世帯で子どもが２人以上の世帯
●母子世帯①＝現在婚姻していない昭和31年４月２日以
降に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯
●母子世帯②＝母子世帯で未成年の子どもが２人以上の世
帯
●単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人
●高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人で２
人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限りま
す）
●身体障害者世帯＝身体障害者がいる世帯
●一般世帯＝上記のいずれにも該当しない２人以上の世帯
●中堅所得者世帯＝収入月額が15万8,000円以上48万
7,000円以下の世帯

※募集戸数は変更になることがあります
※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

申し込み多数の場合は
抽選会を行います

入居者を募集する市営住宅一覧
住宅名 対象世帯 募集戸数

子育て世帯②

母子世帯①

身体障害者世帯

子育て世帯①②

身体障害者世帯

一般世帯

高齢者世帯

子育て世帯①②

母子世帯①②

子育て世帯①②

母子世帯①②

母子世帯①②

子育て世帯①②

単身者世帯

子育て世帯②

子育て世帯①②

母子世帯①②

母子世帯②

子育て世帯①②

中堅所得者世帯

茂呂島住宅

羽黒住宅

今泉住宅

高田住宅

太田住宅

豊城北住宅

赤堀千鳥住宅

境上武士住宅

境熊野前住宅

境百々第２住宅

ｉタワー花の森住宅

1戸

1戸

1戸

1戸

2戸

1戸

1戸

5戸

2戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

1戸

アイ

け 

い
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　３月３日、あずま公民館ほかで「いせさき読書まつり2012」が開かれました。市民の
皆さんが読書に親しみ、家庭や学校などに読書活動を広めるため、読書サポーターや東京
福祉大学の学生による読み聞かせや、小・中学生の読書感想画の展示、朗読発表などが行
われました。
　絵本作家の藤本ともひこさんによる「読み聞かせ・あそびうたライブ」では、物語の場面
に合わせて絵本を左右に振ったりぐるぐる回したりと、藤本さんのとても楽しい読み聞か
せに、子どもたちは夢中になっていました。

　３月４日、健康管理センターとその周辺を会場に「健康まつり」が開催されました。
会場では健康チェック・健康相談や子どもたちを対象にした遊びのコーナー、食生
活改善推進員によるチゲ汁の無料配布、健康川柳の投票などが行われました。
　西部公園で開催されたはつらつ健康教室には多くの人が参加し、自分の体力に合
わせてウオーキングを楽しみました。
　元読売巨人軍の横山忠夫さんを講師に迎えた講演会「あきらめない！ がん治療も
２アウトから」も行われ、来場者の皆さんは健康について理解を深めました。

　３月２日から４日まで、あずま体育館で「公民館合同作品展」が開催されました。
市内15の公民館で活躍する文化芸術サークルの皆さんの、絵画や書道、手芸など
の力作が勢ぞろい。茶道サークルによるお茶席や、「まゆクラフト」「ひなまつりの
フラワーアレンジメント」の体験コーナー、紙芝居の実演が行われました。会場では、
展示された見事な作品の数々に見入ったり、親子で体験コーナーを楽しんだりする
人の姿が見られました。

　３月３日、第１回目となる「いせさき銘仙の日」を記念して「銘仙つるし雛展」
「アンティーク銘仙市」などのイベントがいせさき明治館や北小学校体育館な
どで行われました。
　「The Meisen Revolution」と題したファッションショーでは、銘仙をミ
ニスカート風にアレンジしたりブーツや帽子を合わせて現代風にしたりと、
さまざまな着こなしをした約50人のモデルが観客を魅了。現代銘仙の反物を
使ったイブニングドレスとウエディングドレスが披露されると、会場からは
ひときわ大きな拍手が起こりました。

いせさき読書まつり2012
子どもから大人まで 読書で楽しいひとときを

M
AC
HI
N
O
－
DE
KI
G
O
TO

健康まつり
健康一番！ みんなで楽しく健康づくり

いせさき銘仙の日
伝統ある伊勢崎銘仙の良さを再発見

公民館合同作品展
１年の生涯学習活動の成果を発表しました

広報いせさき

びな

ザ 　　　　メイセン   　　  レボリューション

藤本ともひこさん

楽しい絵本の世界に夢中ウオーキングで爽やかな汗を流しました

思わず見入ってしまいますフラワーアレンジメントの体験

温かいチゲ汁を配布

マジックに挑戦

あずま図書館で行われた
一日図書館員の体験

かわいいつるし雛これぞ銘仙レボリューション！

銘仙のウエディングドレス

びな

ま ち の 出 来 事

ま
ち
の
出
来
事



年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
１
）

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

児
童
家
庭
課（
☎
（27）
２
７
９
８
）

母
子
家
庭
自
立
支
援
事
業

教
育
施
設
課（
内
線
２
４
５
５
）

臨
海
学
校
が
利
用
で
き
ま
す

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

い
せ
さ
き
就
職
面
接
会

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

下
水
道
管
理
課（
☎
（27）
２
７
７
５
）

墓
地
な
ど
の
経
営
許
可
申
請
は

市
役
所
へ

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

国
民
健
康
保
険

加
入
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
５
）

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

　地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
市
役
所
本
館
北
側
の

駐
車
場
に
、
電
気
自
動
車
用
の
急

速
充
電
器
１
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

営
利
目
的
の
場
合
を
除
き
、
誰
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

※
年
末
年
始
は
除
き
ま
す

利
用
料

　無
料（
当
分
の
間
）

　退
職
し
て
社
会
保
険
か
ら
脱
退

し
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
が
必
要
で
す
。
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
人
は
、
社
会
保

険
離
脱
証
明
書
・
印
鑑
・
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
・
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
人
は
年
金
証
書
を
持
っ

て
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各

支
所
住
民
福
祉
課
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
再
就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
人

●
前
の
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
継

続（
任
意
継
続
）し
た
人

●
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
扶
養
に
な
る
人

※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、

社
会
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

日
で
、
そ
の
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
が
掛
か
り
ま
す

　日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
も
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
収
入
が
一
定
額
以
下

の
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
て

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
で
あ
る
期
間
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
家
族
の
収
入
に
関
係
な
く
、

学
生
本
人
の
所
得
を
基
準
と
し
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
す（
一
部
の
学

校
は
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）。

　猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

10
年
以
内
に
猶
予
期
間
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け
る

に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

本
年
度
の
申
請
で
は
、
４
月
か
ら

平
成
25
年
３
月
ま
で
制
度
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
前
橋
年

金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
２
３
１

ー
１
７
０
６
）

期
日

　４
月
25
日（
水
）

時
間

　午
後
３
時
30
分
開
始

会
場

　赤
石
楽
舎

定
員

　７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み

　４
月
25
日（
水
）午
後

３
時
か
ら
３
時
20
分
ま
で
に
直
接

会
場
へ

　就
職
・
自
立
を
目
指
す
母
子
家

庭
の
母
親
を
支
援
す
る
た
め
、
次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各

事
業
と
も
、
利
用
を
希
望
す
る
際

は
事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業
】

　雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
受

給
資
格
の
な
い
人
が
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
さ
れ
て
い
る
講
座（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
・
医
療
事
務
講
座
な

ど
）を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
費

用
の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額

　受
講
費
用
の
２
割
相
当

額（
上
限
10
万
円
、
下
限
４
０
０

０
円
）

【
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業
】

　看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
育
士
・

介
護
福
祉
士
な
ど
、
就
職
に
役
立

つ
資
格
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上

養
成
機
関
で
修
業
し
、
対
象
資
格

を
取
得
見
込
み
の
人
に
訓
練
促
進

費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

　平
成
24
年
度
に
養
成
機

関
へ
入
学
し
た
人
＝
市
・
県
民
税

が
非
課
税
の
世
帯
は
月
額
10
万
円
、

市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

世
帯
は
月
額
７
万
５
０
０
円（
い
ず

れ
も
上
限
３
年
間
）

【
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
】

　自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
を
策

定
し
、
就
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
で
す
。

　く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
場
合
に
は
、
県
の
エ
コ
補
助

金
制
度
に
よ
り
10
万
円
の
上
乗
せ

補
助
を
実
施
し
ま
す
。

※
公
共
下
水
道
な
ど
が
利
用
で
き

る
区
域
は
補
助
対
象
外
で
す

　新
潟
県
長
岡
市
寺
泊
地
区
に
あ

る
臨
海
学
校
は
、
一
部
の
期
間
を

除
き
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
間

　５
月
１
日（
火
）か
ら
６
月

24
日（
日
）ま
で
・
８
月
12
日（
日
）

か
ら
10
月
31
日（
水
）ま
で

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
人

宿
泊
料

　１
０
５
０
円
、
中
学
生
・

高
校
生
＝
７
３
０
円
、
小
学
生
＝

５
２
０
円
、
未
就
学
児
＝
無
料

※
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
食
事
は

提
供
で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み

　４
月
16
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
教
育
施
設
課
へ

※
宿
泊
す
る
５
日
前
ま
で
に
は
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

　４
月
か
ら
、
墓
地
な
ど
の
経
営

許
可
の
申
請
先
は
、
伊
勢
崎
保
健

福
祉
事
務
所
か
ら
市
役
所
環
境
保

全
課
に
変
わ
り
ま
す
。
墓
地
な
ど

の
経
営
に
つ
い
て
は
、
市
の
条
例

に
基
づ
い
て
審
査
し
ま
す
。

期
日

　４
月
25
日（
水
）

受
付
時
間

　正
午
〜
午
後
３
時

会
場

　プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ア（
喜
多
町
）

※
Ｊ
Ｒ
伊
勢
崎
駅
北
口
か
ら
無
料

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

対
象

　大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

を
平
成
25
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
人

参
加
企
業

　20
社（
予
定
）

問
い
合
わ
せ

　い
せ
さ
き
就
職
面

接
会
実
行
委
員
会（
伊
勢
崎
商
工

会
議
所
内
、☎
（24）
２
２
１
１
）
　

お
知
ら
せ群馬銀行

地域包括支援
センター

当直室

セーブオン

会計課
市民課

受付
案内

受付
案内

駐車場

駐輪場

市役所通り

北館

東館

エレベーター

階段

ロータリー
電気自動車用
急速充電器

市役所本館
本館入口

位置図

N
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情報掲示板

情報掲示板情報掲示板
Information Board

●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

　４月から、高額な外来診療
を受けたときに「限度額適用
認定証」などを提示すると、
ひと月の同一医療機関での窓
口負担が一定の金額にとどめ
られます。
　70歳未満の人と、70歳以上（後期高齢者医療を含
む）の市民税が非課税の世帯などの人は事前に「限度
額適用認定証」などの交付を受ける必要があります。
手続きは、①国民健康保険に加入している人は国民健
康保険課・各支所住民福祉課、②後期高齢者医療の対
象の人は年金医療課・各支所住民福祉課、それ以外
の人は加入している医療保険者で行います。限度額
適用認定証などを提示しない場合は、従来どおり高
額療養費の案内を送付します。
問い合わせ　①＝国民健康保険課（☎27－2735）
　　　　　　②＝年金医療課（☎27－2739）

高額な外来診療を受ける人へ

伊勢崎駅周辺第一土地区画整理事業の見直しに伴う

【案の縦覧】
●県の案＝都市計画道路３・３・12号坂東大橋石山線
●市の案＝都市計画道路３・４・６号伊勢崎駅南口線ほ
か６路線
期間　４月17日（火）から５月１日（火）まで
　※土・日曜日と４月30日（月）は除きます
会場　都市計画課・中心市街地整備部（大手町）
※県の案は県都市計画課・伊勢崎土木事務所（安堀町）
でも縦覧できます

【意見書の提出方法】
　この案について、意見書を提出できます。意見書は会
場に備え付けのもの、または必要事項（氏名・住所・意見
要旨）を記入したものを直接または郵送で、県の案は県知
事宛て、市の案は市長宛てに提出してください。
宛先
●県の案＝〒371－8570（住所不要）群馬県都市計画課
●市の案＝〒372－8501（住所不要）市役所都市計画課
締切日　５月１日（火）必着
問い合わせ　都市計画課（☎27－2766）
　　　　　　市街地整備課（☎21－7490）

都市計画道路の変更案の縦覧

　昨年３月11日の地震で被害を受けた住宅屋根の、補修費
の一部を補助しています。この制度の申請期限を平成25年
３月31日まで延長します。補修工事が完了し工事代金の支
払いを終えた人は、できるだけ早く申請してください。
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

東北地方太平洋沖地震による
住宅屋根補修費補助金の申請期限を延長します

気軽にご利用ください



生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

健
康
ア
ッ
プ
教
室

期
日

　５
月
14
日
か
ら
６
月
11
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
９
回
）

時
間

　午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

　市
民
体
育
館

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

定
員

　40
人（
先
着
順
）

内
容

　ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
ン
ベ
ル

体
操
、
体
力
測
定

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
19
日（
木
）か
ら

５
月
３
日（
祝
）ま
で
に
直
接
華
蔵

寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所
へ

期
日

　５
月
20
日（
日
）

時
間

　午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

　青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
生
以
上
の
人

定
員

　30
人（
先
着
順
）

内
容

　グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
キ
ン

ボ
ー
ル

参
加
料

　２
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み

　４
月
15
日（
日
）午
前

９
時
か
ら
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
☎
（23）
５
８
０
０
）へ

期
日

　４
月
24
日（
火
）

時
間

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

　境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象

　市
内
に
在
住
の
１
歳
以
上

３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員

　20
組（
抽
選
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
17
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

健
康
づ
く
り
課
（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（74）
１
３
６
３
）

　健
康
づ
く
り
検
査
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
が
40
歳
以
上

の
人
に
対
し
て
実
施
す
る
特
定
健

診
に
併
せ
て
、
市
が
独
自
に
追
加

し
て
行
う
検
査
で
す
。

　ひ
ま
わ
り
健
診
・
す
こ
や
か
健

診
を
受
け
る
人
は
、
健
診
時
に
併

せ
て
受
診
で
き
ま
す
。

　社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
健
康
づ
く

り
検
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、
４

月
23
日（
月
）か
ら
12
月
28
日（
金
）

ま
で
に
特
定
健
診
と
同
時
に
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

　心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
・

血
液
検
査（
貧
血
・
肝
腎
機
能
）

受
診
料

　無
料

問
い
合
わ
せ

　各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
４
月
19
日（
木
）＝
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

●
４
月
25
日（
水
）＝
赤
堀
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

　午
後
２
時
〜
３
時

内
容

　対
人
関
係
の
悩
み
な
ど
、

心
の
健
康
に
関
し
、
専
門
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み

　事
前
に
電
話
で
各
会

場
へ

　４
種
類（
胃
、
大
腸
、
子
宮
頸

部
、
乳
・
甲
状
腺
）の
が
ん
検
診

を
、
一
緒
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

期
日
・
時
間

　10
月
６
日
・
20
日
・

11
月
17
日
・
12
月
１
日
・
15
日
・

平
成
25
年
１
月
５
日
・
19
日
・
２

月
２
日
・
16
日
の
土
曜
日
の
午
前

会
場

　伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー（
下
植
木
町
）

対
象

　平
成
25
年
３
月
31
日
時
点

で
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
偶
数

年
齢
の
女
性

定
員

　３
０
０
人（
先
着
順
）

受
診
料

　４
０
０
０
円

申
し
込
み

　４
月
16
日（
月
）か
ら

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　本
年
度
の
各
種
が
ん
検
診（
胃
、

大
腸
、
前
立
腺
、
子
宮
頸
部
、
乳
・

甲
状
腺
）と
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

が
始
ま
り
ま
す
。

　対
象
者
に
は
受
診
券
と
案
内
通

知
を
郵
送
し
ま
し
た
。
通
知
が
届

い
て
い
な
い
人
で
、
が
ん
検
診
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　が

ん
検
診
の
受
診
を
促
進
す
る

た
め
、
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人

に
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
大

腸
が
ん
の「
検
診
手
帳
」と
、
本
市

が
行
う
集
団
・
個
別
検
診
費
用
が

無
料
に
な
る「
が
ん
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
」を
発
行
し
ま
す
。
次

の
対
象
者
に
は
、
後
日（
５
月
末

予
定
）ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
子
宮
頸
が
ん
】

●
21
歳（
平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
）

●
26
歳（
昭
和
61
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
）

●
31
歳（
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
）

●
36
歳（
昭
和
51
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
52
年
４
月
１
日
生
）

●
41
歳（
昭
和
46
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
）

【
乳
が
ん（
女
性
）・
大
腸
が
ん（
男

女
）】

●
41
歳（
昭
和
46
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
）

●
46
歳（
昭
和
41
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
42
年
４
月
１
日
生
）

●
51
歳（
昭
和
36
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
37
年
４
月
１
日
生
）

●
56
歳（
昭
和
31
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
32
年
４
月
１
日
生
）

●
61
歳（
昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
27
年
４
月
１
日
生
）

期
間

　４
月
23
日（
月
）か
ら
12
月

28
日（
金
）ま
で

会
場

　指
定
医
療
機
関

対
象

　市
内
に
在
住
の
昭
和
17
年

４
月
１
日
か
ら
昭
和
48
年
３
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
過
去
に
肝
炎
検
査
を
受
け
た
人
、

肝
臓
病
治
療
中
の
人
、
本
年
度
ひ

ま
わ
り
健
診
・
す
こ
や
か
健
診
を

受
診
す
る
人
は
除
き
ま
す

受
診
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
16
日（
月
）か
ら

12
月
25
日（
火
）ま
で
に
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

　広
報
い
せ
さ
き
３
月
16
日
号
と

一
緒
に
、
本
年
度
の
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
。

　健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
予
防

接
種
や
検
診
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

届
い
て
い
な
い
人
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　各
保
健
セ
ン
タ
ー

催
し

保
健

健
康
づ
く
り
検
査

各
種
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
が
始
ま
り
ま
す

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
ま
す

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
個
別
検
診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

け
い

け
い

19 182012.4.1広報いせさき

情報掲示板

グリーンフェスタ2012参加者募集

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイ
ムコンサートを開催します。
期日　４月18日（水）
時間　午後０時15分～０時45分まで
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ピアノソロによる唱歌・童謡など
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

ランチタイムコンサートランチタイムコンサート市民ホール市民ホール

　救助工作車はさまざまな救助のための機材
を積載し、交通事故や労働災害などの救助出
動で活躍する車です。救助工作車「伊勢崎救助
１」は、大きな事故や災害など万が一の事態に
対応する装備も備えています。
問い合わせ　消防本部警防課（☎25－3916）

災害に強い救助工作車が配備されました

▲人々の命を守る機能が満載

期日　５月３日（祝）・４日（祝）
時間　午前９時～午後３時
会場　華蔵寺公園

【イベントボランティアスタッフ募集】
時間　午前８時30分～午後３時
対象　高校生以上の人
【コンテナガーデン教室・ハンギングバスケット教室参加者募集】
期日・時間
●コンテナガーデン教室＝３日（祝）午後１時～２時30分
●ハンギングバスケット教室＝４日（祝）午後１時～２時30分
対象　市内に在住または在勤・在学の人
定員　各30人（抽選）
参加料　1,000円
　※当日会場で支払ってください

＊　　　＊
いずれも
申し込み　電話またはメールに住所・氏名・年齢・電話番号・教室
は希望講座名を記入の上、公園緑地課へ
締切日　４月20日（金）
問い合わせ　公園緑地課（☎27－2768、   　kouen@city.isesa
ki.lg.jp）

　公立保育所の庭を開放
　保育所の子どもと遊んだり、保護者同士で子育ての話をしたり、
親子で楽しい時間を過ごしながら、子育ての仲間をつくりませ
んか。公立保育所では、月に２回程度、保育所の庭を無料で開
放しています。詳しくは各保育所（下段参照）にお問い合わせく
ださい。
　※第二保育所では、実施していません
対象　未就学児とその保護者

　公立保育所の育児相談
　子育てについて、保育士が電話・面接にて相談に応じます。
期日　月曜日から金曜日まで
　※祝日は除きます
時間　電話相談＝午前10時～午後３時、面接相談＝午後４時～
　※面接による相談は、事前に予約が必要です
会場・問い合わせ　第二保育所（☎25－1959）、第三保育所（☎
25－2627）、第四保育所（☎25－3234）、境いよく保育所
（☎76－1636）、境ひので保育所（☎74－5702）

け
い

メール

公立保育所を利用しましょう



平
成
24
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
登
録

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

一
般
の
部
登
録
説
明
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

初
心
者
弓
道
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

春
季
陸
上
記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（23）
７
０
１
５
）

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

期
日

　５
月
５
日（
祝
）

時
間

　午
前
９
時
開
会

会
場

　市
陸
上
競
技
場

対
象

　市
内
・
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

種
別

　

●
小
学
４
・
５
・
６
年
生
の
男
子
・

女
子

●
中
学
生
男
子
・
女
子

●
一
般
男
子
・
女
子

※
高
校
生
を
含
み
ま
す

参
加
料

　小
・
中
学
生
＝
４
０
０

円
、
一
般
＝
６
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

※
当
日
会
場
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い申
し
込
み

　４
月
25
日（
水
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

期
日

　４
月
19
日（
木
）

時
間

　午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場

　市
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ

　市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（

　０
９
０
ー
４
４
６
４
ー
６
４

７
５
・
塩
沢
）

対
象

　市
内
に
在
住
の
小
・
中
学

生
で
編
成
さ
れ
、
学
校
単
位
、
地

域
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

団
体

登
録
料

●
指
導
者
＝
一
人
１
１
０
０
円

●
団
員
＝
一
人
６
０
０
円

申
し
込
み

　４
月
16
日（
月
）か
ら

20
日（
金
）ま
で
に
登
録
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

【
あ
ず
ま
弓
道
場
】

期
日

　５
月
11
日
か
ら
６
月
４
日

ま
で
の
月
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
９
時

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
で
す

定
員

　30
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　4
月
16
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
５
月
７
日（
月
）ま
で
に

あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
あ
ず
ま
公
民
館
内
、 

☎
（62）
７
２

７
１
）へ

【
市
弓
道
場
】

期
日

　５
月
14
日
か
ら
６
月
７
日

ま
で
の
月
・
木
曜
日（
全
８
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
午
後
９
時

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員

　30
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
19
日（
木
）か
ら

５
月
３
日（
祝
）ま
で
に
華
蔵
寺
公

園
運
動
施
設
管
理
事
務
所（
☎

  （23）

７
０
１
５
）へ

【
境
弓
道
場
】

期
日

　５
月
16
日
か
ら
６
月
９
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
９
時

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員

　25
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　4
月
16
日（
月
）か
ら

５
月
11
日（
金
）ま
で
に
境
運
動
施

設
管
理
事
務
所（
境
公
民
館
内
、

☎
  （74）
１
１
１
３
）へ

期
日

　４
月
22
日（
日
）

時
間

　午
前
９
時
開
会

会
場

　利
根
川
河
川
境
運
動
場

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会（
☎
（32）
２
４
０
５
・

飯
島
）へ

期
日

　５
月
12
日
（
土
）
・
19
日

（
土
） 

・
20
日（
日
）

時
間

　午
前
９
時
〜
正
午

会
場

　第
二
市
民
体
育
館

対
象

　市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生

定
員

　50
人（
先
着
順
）

内
容

　基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
16
日（
月
）か
ら

５
月
１
日（
火
）ま
で
に
直
接
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ

期
日

　４
月
21
日
か
ら
５
月
26
日

ま
で
の
土
曜
日（
全
６
回
）

時
間

　午
前
10
時
〜
正
午

会
場

　市
庭
球
場

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

定
員

　30
人（
先
着
順
）

内
容

　基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料

　５
０
０
円

申
し
込
み

　４
月
11
日（
水
）か
ら

18
日（
水
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
へ

※
施
設
の
年
間
利
用
の
定
期
券
を

持
っ
て
い
る
人
は
４
月
14
日（
土
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す

期
日

　４
月
22
日
か
ら
６
月
17
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
８
回
）

※
５
月
13
日
は
除
き
ま
す

時
間

　午
前
６
時
30
分
〜
８
時
30

分会
場

　市
庭
球
場

対
象

●
ジ
ュ
ニ
ア
＝
市
内
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生

●
一
般
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

定
員

　ジ
ュ
ニ
ア
＝
30
人
、
一
般

＝
70
人（
先
着
順
）

内
容

　基
本
か
ら
試
合
ま
で

参
加
料

　ジ
ュ
ニ
ア
＝
５
０
０
円
、

一
般
＝
１
５
０
０
円

申
し
込
み

　４
月
12
日（
木
）か
ら

19
日（
木
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
華
蔵
寺
公
園
運
動
施
設
管
理
事

務
所
へ

※
施
設
の
年
間
利
用
の
定
期
券
を

持
っ
て
い
る
人
は
４
月
15
日（
日
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

　消費生活センターでは、訪問販売や電話勧誘
販売などによる契約トラブルや悪質商法に対す
る苦情や相談を受け、解決のためのお手伝いを
しています。
　４月１日から伊勢崎市消費生活センターが市
役所本館５階に移転しました。電話番号に変更
はありません。お間違いの無いように注意して
ください。
問い合わせ　消費生活センター（☎20－7300）

配置図

消費生活センターが
移転しました
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ホストファミリーを募集します
　国際友好都市、中国の馬鞍山市から本市を訪れる学生
訪問団のホストファミリーを募集します。
期間　６月３日（日）から５日（火）までの２泊３日
対象　滞在者のための個室が用意でき、分煙ができる市
内の家庭
募集世帯　20世帯（先着順）
申し込み・問い合わせ　４月10日（火）から市国際交流協
会（国際課内、  ☎27－2731）

市国際交流協会の会員を募集します
　市国際交流協会の趣旨や事業に賛同し、協力してくれ
る会員を募集します。
　市国際交流協会は、市民の国際交流の推進を目指して
活動しています。姉妹友好都市交流事業や外国文化を紹
介する国際交流の集い、国際映画祭、国際児童絵画展、
外国籍市民のための日本語教室を開催しています。
会費
●個人＝年2,000円
●団体＝年5,000円
申し込み　会費を添えて市国際交流協会へ

休日の漏水などの連絡先休日の漏水などの連絡先
竜宮浄水場（☎24－1760）または下記の水道指定工事店へ連絡してください。

　境島村の利根川右岸地
域(本庄市給水区域)は本
庄市水道課(☎0495－2
2－2151)、境平塚の利
根川右岸地域(深谷市給水
区域)は深谷市水道工務課
(☎048－574－6661)
へ連絡してください。

●４月21日（土） 須田設備工業 ☎62－2349
●４月22日（日） 小林保全設備 ☎24－1155
●４月28日（土） 丸橋設備 ☎25－2412
●４月29日（祝） 中央水道 ☎25－1592
●４月30日（月） 三藤建設工業 ☎62－1726

まあんしゃん

弓道で心身を鍛えてみませんか

北館
議会棟
市役所

東館

市役所通り

駐車場

市役所東今泉2

県立伊勢崎
清明高校
県立伊勢崎
清明高校

国
道
4
6
2
号

本館

本館5階

スポーツ
振興課

エレベーター階段

トイレ
職員
研修室

消費生活
センター

東館
本館中央のエレベーター
または階段で５階へ

N

気軽に楽しめるゴルフです



季
節
ご
と
の

ミ
ニ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

期
日

　４
月
24
日
・
５
月
29
日
・

６
月
26
日
の
火
曜
日（
全
３
回
）

時
間

　午
後
１
時
〜
３
時

会
場

　南
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
の
人

定
員

　10
人（
先
着
順
）

内
容

　季
節
の
花
を
形
や
色
を
生

か
し
て
き
れ
い
に
飾
り
ま
す

参
加
料

　１
回
２
０
０
０
円（
教

材
費
）

申
し
込
み

　４
月
９
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
南
公

民
館
へ

春
の
お
花
と
ハ
ー
ブ
の

寄
せ
植
え
教
室

期
日

　４
月
25
日（
水
）

時
間

　午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

　あ
ず
ま
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
の
人

定
員

　20
人（
先
着
順
）

内
容

　12
種
類
の
ハ
ー
ブ
と
春
の

花
を
組
み
合
わ
せ
た
、
秋
ま
で
楽

し
め
る
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す

参
加
料

　２
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み

　４
月
10
日（
火
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へペ
ン
字
教
室

期
日

　４
月
25
日
・
５
月
９
日
・

23
日
・
６
月
13
日
・
27
日
の
水
曜

日（
全
５
回
）

時
間

　午
後
７
時
〜
９
時

会
場

　境
剛
志
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員

　30
人（
先
着
順
）

内
容

　ボ
ー
ル
ペ
ン
と
筆
ペ
ン
で

ペ
ン
字
の
練
習
を
し
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　４
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
剛
志
公
民
館

へ女
性
学
級

期
日

　５
月
16
日
・
６
月
６
日
・

20
日
・
７
月
４
日
・
18
日
・
９
月

５
日
・
19
日
・
10
月
３
日
・
17
日
・

11
月
７
日
・
21
日
の
水
曜
日（
全

11
回
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

　赤
堀
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
40
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
女
性

定
員

　35
人（
先
着
順
）

内
容

　一
般
教
養
、
健
康
づ
く
り
、

女
性
の
生
き
方
、
趣
味
な
ど
に
つ

い
て
講
話
・
実
習
・
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す

参
加
料

　無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み

　４
月
10
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
赤
堀
公
民
館
へ

　本
市
の
国
際
化
を
推
進
す
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

※
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

申
し
込
み

　国
際
課
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

国
際
課
へ

※
申
込
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
日

　５
月
７
日（
月
）か
ら
平
成

25
年
３
月
11
日（
月
）ま
で（
全
20

回
）

※
期
日
・
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

会
場

　ふ
く
し
プ
ラ
ザ 

ほ
か

対
象

　市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

の
人

※
以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員

　30
人（
先
着
順
）

内
容

　健
康
に
関
す
る
講
義
や
体

験
学
習
・
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
行

い
ま
す

参
加
料

　無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み

　４
月
13
日（
金
）か
ら

23
日（
月
）ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
本
人
が
直
接
ふ

く
し
プ
ラ
ザ（
☎
（26）
７
７
３
３
）へ

※
４
月
17
日（
火
）は
休
館
日
で
す

　峯
岸
山（
磯
町
）の
南
側
の
丘
陵

地
に
あ
る「
あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里
」

は
、
毎
年
10
月
中
旬
頃
に
赤
・
白
・

黄
色
な
ど
の
小
菊
が
咲
き
そ
ろ
い
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
花
の
名
所
で
す
。

　小
菊
の
栽
培
な
ど
に
協
力
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
象

　土
・
日
曜
日
に
作
業
で
き

る
人

内
容

　植
え
付
け
な
ど
の
作
業

※
作
業
日
程
な
ど
は
申
し
込
み
後

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
し
込
み

　文
化
観
光
課
・
赤
堀

経
済
振
興
室（
☎
（62）
９
７
９
１
）

公
民
館

募
集

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています

◆【浜松オート場外発売】
４/１２・１３・１４・１５
４/１４・１５・１６・１７
◆【川口オート場外発売】

4/１８・１９・２０・２１・２２
◆【山陽オート場外発売】
　ＧⅠ開場47周年記念第18回平成チャンピオンカップ

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

境
剛
志
公
民
館（
☎
（74）
０
１
６
８
）

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

国
際
課（
☎
（27）
２
７
３
１
）

国
際
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

健
や
か
学
級
受
講
生
募
集

あ
か
ぼ
り
小
菊
の
里

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

ほ
ん  

し

し   

な
い

ざ
い
じ
ゅ
う

ざ
い
き
ん

ひ
と

ぼ 

し
ゅ
う

ざ
い
が
く

さ
い

い 

じ
ょ
う

ひ
と

こ
く
せ
き

こ
く
さ
い  

か

よ
う  

し

ひ
つ
よ
う  

じ  

こ
う

き 

に
ゅ
う

う
え

こ
く
さ
い  

か

し

も
う
し
こ
み 

よ
う 

し

も
う
し
こ
み

も
う

こ

と

た
い
し
ょ
う

こ
く 

さ
い  

か   

す
い 

し
ん

ぼ 

し
ゅ
う

こ
く 

さ
い  

か

き
ょ
う
り
ょ
く

こ
く
さ
い  

か

す
い
し
ん
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